
経済界提案資料 第44回九州地域戦略会議（10/25･26 佐賀） 資料３

ー 開催要領 ー
10 月25 日（水）

昼食 ＠佐賀市内店舗（Ｂ級グルメ）12:00〜13:00

経済界事前打合せ ＠ホテルマリターレ創世13:30〜14:10

本会議 ＠同上
審議：・九州MaaSプロジェクト

・次期プラン（JEWELS見直し）の策定
報告： デジタル関連新規施策

14:30〜15:30

産業行政視察 SAGA アリーナ16:00〜17:00

意見交換会（懇親会） ＠古湯温泉ONCRI18:30〜20:30

はしご酒 ＠古湯温泉街20:30〜22:00

10 月26 日（木）
催し ＠古湯温泉ONCRI8:40〜9:00

本会議 ＠同上
審議：・新しいシリコンアイランド九州の創造

に向けた取組
・九州における食料安全保障の確立
・安全・安心な暮らしを基盤とした
九州創生（脱炭素社会の実現に向けた取組）

・決算、予算
報告： ツールド、ＩＲ、観光ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ等

9:00〜11:40

昼食 ＠KUREHA（佐賀市大和町）12:00〜13:30

ー ご出席予定者 ー

（補足）出席委員について
戦略会議の規約に基づき、知事９名と同数
以下にて、審議事項等内容に合わせて選定

【九州地方知事会】（９名）

９県知事

【経済界】（９名）

九州経済連合会（５名）
倉富会⻑、甲斐副会⻑、永⽥副会⻑、
池内理事、右⽥理事

九州商工会議所連合会（２名）
⾕川会⻑、陣内副会⻑

九州経済同友会（２名）
⻘柳代表委員、⽠⽣代表委員

九州経営者協会 ※九経連会⻑兼務
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◆産︓ 半導体企業、JASM※1、九経連 等
◆学︓ 九工大、九大、熊大、高専機構 等
◆官︓ 経産省、⽂科省、各県、産総研 等

〔事務局〕 九州経産局、九州半導体・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ協議会
※1: Japan Advanced Semiconductor Manufacturing(株)
（TSMC、ソニーセミコンダクタソリューションズ(株)、(株)デンソーの合弁会社）

九州半導体人材育成等コンソーシアム（昨年3月組成）

県組成の協議体 ※（ ）内は組成時期

福岡県
(令和4年2月)

台湾等の
大学・企業等半導体ユーザー 支援

参画 連携

⻑崎県
(令和4年2月)

熊本県
(令和4年3月)

大分県
(平成17年4月)

佐賀県
(令和4年10月)

【取組内容】
① 半導体人材の育成と確保

人材育成カリキュラムの作成、研修プログラムの構築と実践 等
② 半導体大手企業と地場企業、ユーザーとの取引強化

マッチングプラットフォーム構築、新たな投資案件の創出 等
③ 海外との産業交流の促進

海外（台湾・米国・欧州）の関連機関とのアライアンス形成 等

 国や九州７県・政令市、産業界、教育界等で「九州半導体人材育成等コンソーシアム」を組成
➡ 半導体人材の育成・確保や、サプライチェーンの強靱化を図る

 本会を含む経済界と九州・山口９県は、2003年から九州地域戦略会議を実施
➡ 今後、半導体産業の戦略展開・課題解決・規模拡大を推進していく
➡ 2022年の補正予算をきっかけに、オール九州での戦略展開を強化し、⺠間投資の動きをさらに加速

九州地域戦略会議 ※（2003年10⽉設⽴）

福岡県 ⻑崎県 熊本県 大分県佐賀県

山口県 宮崎県 沖縄県⿅児島県

九州経済連合会 九州商工会議所連合会

九州経営者協会九州経済同友会

▶昨年８月 第１９回夏季セミナーの結論
『九州全体での戦略的なシリコンアイランド創造へ、
具体化推進（クラスター形成、教育・人材育成）』

※九州・山口９県の知事と経済４団体のトップで構成。
九州独⾃の発展戦略や魅⼒づくり、⾏動プランを協議し、
幅広いテーマにＫＰＩを定め、各県と経済界が連携して
九州から日本を動かす具体的施策を推進している。

2030年
３兆円産業へ

九州の産学官が力を結集し、
新⽣シリコンアイランド九州の
実現を着実に進めていく。

九州の取組方針

【国への提言】・・・国内投資拡大のための官民連携フォーラムにて
①九州における半導体の投資拡大の現状 および取組方針 22年12月

②インフラ整備 23年４月

経済界提案資料 第44回九州地域戦略会議（10/25･26 佐賀） 資料３（半導体）
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新生シリコンアイランド九州に向けて九州地域戦略会議が取り組むべきこと（案）

九州半導体人材育成等コンソーシアム
「半導体・デジタル産業戦略」具現化
特に人材育成、サプライチェーン強化

半導体産業を支援する２団体と協働しつつ、広域的な産学官一体となった九州地域戦略会議
ならではの活動を展開する

（水、土地、交通を整備）水 土地 交通

県境を越えた産学官一体の活動（要望等）を展開

デジタル社会を先導する地域
（半導体を使い倒す地域）

〇インフラで支える

“九州を繋げる”

“九州が繋がる”

九
州
地
域
戦
略
会
議

〇半導体を使う

【ユースケース】
スマートシティ、MaaＳ、防災
医療、スーパーシティ導入
データ基盤の整備促進
半導体活用企業誘致 Etc

半導体産業の育成・誘致を九州一体となって、“選ばれる九州”を目指す

引用：経済産業省2021年6月半導体戦略（概略）

SIIQ
経済産業省が支援する産業クラスター計画
に則った事業を展開

（九州半導体・デジタルイノベーション協議会）

誘 致

誘 致

3

経済界意見（案）

新生シリコンアイランド九州の実現に向け、環境・インフラ整備を一体となって進めるとともに、
幅広い産業に先端から多世代に渡り半導体の活用を深め、デジタル社会を先導する地域を目指す。



参考）九州における半導体の投資拡大の現状

㈱SUMCO 【伊万⾥市・シリコンウエハ】
○新棟建設（300mm製造、ユーティリティ設備など）

福岡県
佐賀県

大分県

⻑崎県

ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング㈱
⻑崎TEC 【諫早市・CMOSイメージセンサー】 ○増設

●ローム・アポロ㈱ 【筑後市・パワー半導体】
○新棟建設SUMCO TECHXIV㈱

【大村市・シリコンウエハ】
○新棟建設（300mm製造、ユーティリティ設備など） ●㈱ジャパンセミコンダクター 【大分市・パワー半導体】

○設備増強

三菱電機㈱パワーデバイス製作所
【福岡市・パワー半導体】 ○新棟建設（開発試作）

伸和コントロールズ㈱【大村市・製造装置修理】
○拠点新設

社名
【場所・分野】
○内容

【凡
例】

出所）
九州経済産業局
2022年11月現在

●住友ベークライト㈱ 【直方市・封止材】
○設備導入

日本ファインテック㈱ 岡垣工場
【岡垣町・製造装置組⽴、部品加工】

○新棟建設

日本ファインテック㈱ 宮若工場
【宮若市・製造装置組⽴、部品加工】 ○新棟建設

京セラ㈱ 国分工場
【霧島市・積層セラミックコンデンサ等】
○新棟建設（ファインセラミック部品製造）

㈱荏原製作所
【南関町・製造装置】 ○新棟建設

Japan Advanced Semiconductor 
Manufacturing㈱ 【菊陽町・ファウンドリー】
○新工場建設（22/28 、12/16 nm）

東京エレクトロン九州㈱ 【合志市・製造装置】
○新棟建設

京セラ㈱ ⿅児島川内工場
【薩摩川内市・積層セラミックコンデンサ等】
○新棟建設（有機パッケージ・水晶デバイス用パッケージ）

東京応化工業㈱
【菊池市・高純度化学薬品】

○新工場建設、⽴地協定（熊本県）

第一電材エレクトロニクス㈱
【⼭⿅市、電線・ケーブル】

○⽴地協定（⼭⿅市）、新工場建設

㈱テラプローブ
【芦北町・テスト工程】

○機械設備増設、⽴地協定（芦北町）

㈱ケイ・エム・ケイ
【宇城市・製造装置部品】

○第2工場建設、⽴地協定（宇城市）

応用電機㈱ 【菊池市・半導体検査装置】
○新工場建設、⽴地協定（菊池市）

倉敷紡績㈱【菊池市・製造装置用樹脂加工品】
○新棟建設

㈱日陸 【大津町・物流】
○⽴地協定（大津町）、拠点新設
ジャパンマテリアル㈱ 【大津町・半導体製造向けガス供給装置】
○⽴地協定（大津町）

㈱SCREEN SPE サービス 【益城町・製造装置保守】
○新棟建設

㈱JCU 【益城町・化学薬品】
○研究棟・工場設⽴

富士フイルムエレクトロニクスマテリアルズ㈱
【菊陽町・電⼦材料】 ○設備増設

㈱インターアクション 【⻑崎市・光学系装置】
○新事業所設⽴ 熊本県

⿅児島県

宮崎県

 関連の製造品出荷額 約１.５兆円、 ＩＣ生産 全国シェア４割
 約１，０００社が集積、半導体を核に広範囲なサプライチェーン
 新たにTSMCなど、設備投資増強・新規拠点進出が活発化。

（公表ベース）

投資額︓2兆 800億円超
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202３.８．3
共同議長懇談

倉富会長 『農業は輸出で付加価値を生み出し、その余裕が緊急時の食糧安全保障になる』

蒲島知事 『上記に同意し、戦略会議では1点突破で輸出拡大をやるのがわかりやすい』

◆ 九州における農産物輸出を含めた⾷料安全保障の確⽴
・各県の取組状況や課題等を共有（30分）
・意⾒交換（15分）・・・ オール九州での効果的な取組の実⾏へ

10/25-26 九州地域戦略会議での審議テーマ

経済界提案資料 第44回九州地域戦略会議（10/25･26 佐賀） 資料３（農業）

5
資料:米国農務省「PS＆D」(2023.3)を基に農林水産省作成 資料:公益社団法人配合飼料供給安定機構「飼料⽉報」

を基に農林水産省作成

ウクライナの穀物生産量
・⼩⻨ 前年度⽐▼36%
・とうもろこし 〃 ▼36%

配合飼料価格が大きく上昇
2023年1⽉ 10万円/ｔ
（前年同⽉⽐20%上昇）

原料の
約5割 とうもろこし
約1割 大豆油かす

カロリーベース 38%
2022年⾷料⾃給率



農産物輸出を含む農業政策（⾷料安全保障の確⽴）について

◆‐1. 食料安全保障の強化に向けた動き

6

岸⽥総理
「⾷料・飼料の国産化による生産基盤の強化、
また輸出の強化等による稼ぐ⼒をしっかり
伸ばしていかなければならないことを改めて再認識した」

（2022.10⽉ 霧島市）

「⾷料安全保障強化政策大綱」決定 （2022.12⽉）
〈2030までの主なKPI〉

肥料（リン）の国内資源の利用割合40%（21年25%）
化学肥料の使用低減 ー20%

生産資材の国内代替

2030までに21年⽐での生産⾯積拡大
⼩⻨+9% 大豆+16% 飼料作物+32%
米粉用米+188% 等

輸入原材料の国産転換

事業系⾷品ロスを2000年⽐で半減（273万ｔ）適正な価格形成と
国⺠理解の醸成

経済界意見（案）

競争力を持った「魅力ある農業」への転換
～食料自給率アップ、食料・飼料の国産比率増加へ～

●収益向上 （国要望：九州に合った品種等の技術支援強化）
●効率的な生産 （中山間地に適したスマート農業技術投入）
●担い手づくり （地域全体で支える農的関係人口増大への仕掛け）

熊本県「⾷料の安定供給の確保」



農産物輸出を含む農業政策（⾷料安全保障の確⽴）について

◆‐2. 輸出の強化

7

経団連「農業の成⻑産業化に向けた提⾔」より（2023.5⽉）
輸出の強化は、農業の成⻑産業化や生産者の所得増加のみならず、不測時に対応可能な国内⾷料供給基盤
の確⽴にもつながるものであり、⾷料安全保障の強化の観点からも取り組みが喫緊の課題である。

九州1,464億円（2022年）
前年⽐ 21%増

輸出割合輸出額生産額国

12%1,44212,335アメリカ

28%7302,591フランス

21%4852,302イタリア

18%2861,548イギリス

95%1,0181,066オランダ
2%844,725日本

農産物・⾷品の輸出割合（億ドル）

出所:⾷料・農業・農村政策審議会
第2回基本法検証部会 農林水産省資料

2030年５兆円
2025年 ２兆円



農産物輸出を含む農業政策（⾷料安全保障の確⽴）について

◆‐2. 輸出の強化 （九州の取組）

8

2022.6宮崎
戦略会議

「フードアイランド九州」 推進宣言

・多様な担い手の確保・育成
・スマート農林水産業の推進

・九州の強みを活かした輸出拡大

・輸出相手国のニーズや規制に対応したマーケットインの産地づくり

・オール九州の産地間連携による輸出量の確保

・九州のブランド⼒とプレゼンス向上による海外需要の拡大

・輸出先国の規制・ニーズ対応の国際GAP認証取得等⽀援、加工の施設増設・処理機器拡充（⿅児島県、養殖ブリ・⽜⾁）
・強みのある品目に絞ったマーケットインの商品開発、ブランディング、産地づくり（⼭⼝県、⿅児島県）

・同⼀品目の複数の産地リレーによる販売期間の⻑期化（いちご、かんしょ）
・地域商社や経済団体が持つネットワークを活用し、九州・⼭⼝県産品を包括的に輸出する体制づくり（福岡県）

・地域商社や現地輸入業者と連携した販売促進フェア等の開催（福岡県）
・動画制作、SNS等による海外への情報発信（⿅児島県）、九州ロゴマークを活用したブランドづくり（福岡県）

推
進
中

推
進
中

推
進
中

経済界
の取組

輸出先の各国･地域の手続き簡素化、規制緩和へ働きかけ
（放射能検査等の規制緩和、検査・通関遅延リスク削減、品目拡大、指定精米工場追加）

①国への要望

②海外販路開拓 「九州の食輸出協議会」（地域商社5社）にて、今年度九州フェアを予定
▶ 大潤発（台湾）、イオン（マレーシア・カンボジア）、PPIH（米国）、香港・ﾃﾞｲﾘｰﾌｧｰﾑ店舗にて

経済界
意見
(案)

輸出拡大への取組強化による、生産増大

 官民挙げての「九州フェア」等、規模の利益を生かした機会創出、進出できていない国、
現地資本スーパーなどへの販路開拓により、海外での認知度向上、ブランド化を図る。



◆ 九州における農産物輸出を含めた⾷料安全保障の確⽴
・各県の取組状況や課題等を共有（30分）
・意⾒交換（15分）・・・ オール九州での効果的な取組の実⾏へ

経済界意見（案）

✓ 競争力を持った「魅力ある農業」への転換

✓ 輸出拡大への取組強化による、生産増大

● 収益向上 （国要望：九州に合った品種等の技術支援強化）
● 効率的な生産 （中山間地に適したスマート農業技術投入）
● 担い手づくり （地域全体で支える農的関係人口増大への仕掛け）
● 輸出強化 （官民挙げての「九州フェア」等）

規模の利益を生かした機会創出、進出できていない国、
アジア各国地域の現地資本スーパーなどへの販路開拓

農産物輸出を含む農業政策（⾷料安全保障の確⽴）について

まとめ

戦
略
会
議
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農産物輸出を含む農業政策（⾷料安全保障の確⽴）について

(参考) 国の輸出拡大実行戦略 （輸出支援PF x 都道府県版GFP）

輸出支援プラットフォームの体制強化 GFPグローバル産地づくり強化

現地で海外需要の把握、商流構築などを行い、
都道府県の海外プロモーションのより効果的な実施を図る

都道府県版GFP（一気通貫で産地をサポート）を整備し、
大ロット輸出産地のモデル形成を支援

GFP＝Global Farmers/Fishermen/Foresters/Food Manufacturer Project
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農産物輸出を含む農業政策（⾷料安全保障の確⽴）について

(参考) 国の輸出拡大実行戦略 （グローバル産地づくり）

GFP＝Global Farmers/Fishermen/Foresters/Food Manufacturer Projectの略称
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SＩＩＱ（九州半導体・デジタルイノベーション協議会）
九州地域における半導体・エレクトロニクス産業振興
①オープンイノベーション・モノづくり深化事業
マッチング，海外展開，広報出展，会員交流

②人材育成関連事業
教員向け研修，学への出前講座

③コトづくり関連事業
セミナー，研究奨励

参考）九州における半導体産業振興へ取組み状況
【経済産業省】
「半導体・デジタル産業戦略」
（１）半導体分野
（２）情報処理分野
（３）高度情報通信インフラ分野
（４）蓄電池分野

人材育成
人材確保

海外との
産業交流
人材交流

我が国の半導体産業基盤の強化
〔半導体・デジタル産業戦略の実現〕

九州半導体人材育成等コンソーシアム
◆構成：産業界・教育機関・行政機関・協力機関

（４２機関）

取引強化
サプライチェーン
の強靭化

国内外の
大学・企業等

参画
連携

連携

半導体ユーザー等
業界団体

各自治体 （福岡，佐賀，長崎，大分，熊本，宮崎，鹿児島）

九州地域戦略会議の取り組み（案）
・県境を越えた産学官一体の要望（水、土地、交通イ
ンフラ等）
・海外･国内企業、データセンター等の誘致
・デジタル社会への強力な推進
（スマートシティ、MaaS、データ基盤の整備等）

九州経済産業局・SIIQ が事務局


